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Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
第
３
作

映
画
「
か
ぞ
く
い
ろ
」

　
　

阿
久
根
を
中
心
に
ロ
ケ

映画「かぞくいろ」は

肥薩おれんじ鉄道が舞台！



阿久根市内のある民家でのワンシーン。緊張した雰囲気の中、撮影が進められています。

（左）撮影初日はにぎわい交流館阿久根
駅で行われ、スタッフと地元エキスト
ラ約 60 人が集まりました。（中）車内
で演技する有村さんと歸山さん。阿久
根駅に降り立つシーンが撮られました。

（右）肥薩おれんじ鉄道の制服を身にま
とい、役を演じる國村さん。

" 再出発 " をテーマに家族と鉄道の物語
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Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
第
３
作

映
画
「
か
ぞ
く
い
ろ
」
阿
久
根
を
中
心
に
ロ
ケ

　

25
歳
で
子
ど
も
連
れ
の
修
平
と

結
婚
し
た
晶
（
有
村
架
純
さ
ん
）

は
、
突
然
夫
を
失
っ
た
こ
と
を
父

親
の
節
夫
（
國
村
隼
さ
ん
）
に
伝

え
る
た
め
に
、
修
平
の
息
子
・
駿

也
（
歸
山
竜
成
さ
ん
）
と
と
も
に

夫
の
故
郷
の
鹿
児
島
を
訪
れ
る
。

　

突
然
の
息
子
の
死
と
、
初
め
て

会
う
嫁
と
孫
に
当
惑
す
る
節
夫
。

そ
し
て
、
東
京
に
帰
る
場
所
を

失
っ
た
晶
と
駿
也
は
、
何
と
か
節

夫
に
頼
み
込
み
、
鹿
児
島
の
家
で

一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

血
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
母
親
と
し
て
生
き
る
こ
と
を

決
意
し
た
晶
は
、
鉄
道
が
好
き
な

駿
也
の
た
め
に
、
節
夫
が
務
め
る

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
運
転
士
の

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
舞
台
に
し

た
映
画
「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
（
レ

イ
ル
ウ
ェ
イ
ズ
）」
シ
リ
ー
ズ
第
３

作
「
か
ぞ
く
い
ろ
」
の
ロ
ケ
が
２
月

中
旬
ま
で
、
阿
久
根
市
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

有
村
架
純
さ
ん
と
國
村
隼
さ
ん
が

主
演
で
、
ま
た
、
鹿
児
島
県
出
身
の

桜
庭
な
な
み
さ
ん
、
子
役
の
歸き

や

ま山
竜

成
さ
ん
が
出
演
す
る
な
ど
豪
華
な

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
ロ
ケ
は
順
調
に

行
わ
れ
、
無
事
に
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

を
迎
え
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
期
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

い
て
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
や
ス

タ
ッ
フ
へ
の
炊
き
出
し
、
撮
影
に
よ

る
一
時
道
路
閉
鎖
な
ど
、
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

試
験
を
受
け
る
。

　

ま
た
、
駿
也
の
ク
ラ
ス
担
任
の

ゆ
り
（
桜
庭
な
な
み
さ
ん
）
と
晶

は
同
い
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

互
い
の
悩
み
を
相
談
す
る
間
柄
に

な
っ
て
い
く
。
ゆ
り
を
始
め
と
す

る
周
囲
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
良

き
母
、
一
人
前
の
運
転
士
に
な
ろ

う
と
奮
闘
す
る
晶
。

　

大
切
な
人
を
失
っ
た
悲
し
み
を

そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
な
が
ら
、
次
々

起
こ
る
出
来
事
に
必
死
に
立
ち
向

か
う
３
人
は
果
た
し
て
自
分
た
ち

な
り
の
家
族
の
カ
タ
チ
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
″
再
出
発
〟
を
テ
ー
マ
に
し
た

家
族
と
鉄
道
の
物
語
が
動
き
出

す
!!

「かぞくいろ」ってどんなストーリー？

▼

エグゼクティブプロデューサー

阿部 秀司さん

「３世代の絆を描いており、見ていてワ
クワクする映画になります。地元の人と
一緒に作り、地域が盛り上がる映画にな
るよう頑張りたいです」

" 再出発 " をテーマに家族と鉄道の物語
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監督・出演者が
作品への想いを話されました

２月５日、出水市で記者会見が行われました。
出演者たちは劇中の衣装を着て登場し、撮影を
通して率直な想いを話してくださいました。

Ｑ : ここまで撮影してきてみ

てどうですか　
　この撮影が始まる前から電
車のことをいっぱい調べて、
役作りも頑張ってきました。
その日の撮影が終わると「終
わった。やったー」って思う
けど、一つ一つ終わることに
寂しさも感じています。
Ｑ : 晶ちゃんや節夫おじい

ちゃんとは仲良く過ごしてい

ますか

　晶ちゃんとはゲームの話と
か食べ物の話とか楽しく話し
ています。おじいちゃんは会
う前は怖かったけど、今はす
ごく優しく笑顔で話しかけて
くれて楽しく過ごしています。

奥薗 駿也役

  歸山  竜成さん

佐々木 ゆり役

　桜庭  ななみさん

Ｑ : ここまで撮影してきてみ

てどうですか

　ゆりの役柄はすごく難し
いです。晶とゆりはお互い
に励まし合うシーンが多く、
毎回緊張感を持って撮影し
ています。奥薗家の撮影を
見ていると、家族の強さを
改めて感じました。
Ｑ : 肥薩おれんじ鉄道に小さ

い頃に乗っていたとのこと

ですが、思い出話はありま

すか

　友人の家に行くとき一人
で乗りました。すごく緊張
しながら乗りましたが、（乗
客の）おばあちゃんが話し
かけてくれてホッとしたこ
とを覚えています。

Ｑ : ここまで撮影してきてみ

てどうですか

　母親役を演じられる年齢
になり、自分の役の幅が少
し広がることを実感できて
うれしいです。私が演じる
晶の葛藤や奮闘を見守って
もらいたいし、晶と駿也の
関係性というのも楽しみに
してもらいたいです。
Ｑ : 肥薩おれんじ鉄道はどの

ような点が魅力ですか　
　一駅一駅はそんなに長い
間乗っているわけではない
ですが、すごく長く感じて、
それぐらい自分自身の時間
を過ごせるすてきな列車だ
と思います。

奥薗 晶役

  有村  架純さん

Ｑ : ここまで撮影してきてみ

てどうですか　
　節夫は晶と駿也が来るま
で、自分の息子の死を知ら
なかった。その息子に対し
てできなかった「ちゃんと
した家族」の形を、晶と駿
也の３人で一生懸命模索し
ながら作っていく姿は、観
る人に何かを伝えられるの
で は な い か と い う 思 い で
やっています。
Ｑ : 肥薩おれんじ鉄道はどの

ような点が魅力ですか　
　車窓から広がる景色がバ
リエーションに富んでいる。

（列車は）機械なのに人に通
じるような温かみを感じま
す。

奥薗 節夫役

  國村  隼さん

監督・脚本

吉田 康弘さん

Ｑ : 昨年から撮影準備してきていま

したが、実際に撮影することとなっ

て、どのように感じていますか

　東京にはない空の広さや風、光な
ど味方につけながらこの場所でしか
できない映画になるなという実感が
あります。映画を観る人は自分たち
の住んでいるまちの魅力を再認識し
てもらえるような風景がちゃんと収
められていると思います。

Ｑ : 撮影の意気込みをお聞かせください

　地方で映画を撮影するということは、
そこで暮らしている方の場所を借りて多
大なご協力をいただかなければ、いい作
品はできません。たくさんの方のエキス
トラ出演、女性会などの方の温かいご飯
など本当に感謝しています。スタッフ、
俳優陣とみんなでていねいに作り、50 年
皆さんに愛していただける映画になるよ
う頑張っていきたいです。
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2018 年に全国公開
阿
久
根
の
魅
力　

全
国
に
発　

 

！
進
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鶴翔高校生徒が収穫実習
人手不足の紅甘夏農家を初支援

翔
高
校
農
業
科
学

科
１
、２
年
生
が
12

月
26
、
27
日
、
脇
本
桐
野

地
区
を
中
心
で
紅
甘
夏
収

穫
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
推
進
す
る
中
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
に
悩
む
農
家
が
多
く
、

農
業
者
か
ら
市
に
労
働
力

確
保
の
相
談
が
あ
り
、
鶴

翔
高
校
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
地
域
貢
献
を
模
索
し

て
い
た
同
校
と
意
見
が
一

致
し
、
今
回
初
め
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

実
習
に
は
36
人
の
生
徒

が
参
加
。
農
家
13
戸
に
分

か
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
大
野
健
志
さ
ん
の
果

樹
園
で
作
業
し
た
２
年
の

村
上
詩
織
さ
ん
（
平
尾
中

出
身
）
と
岩
下
千
花
さ
ん

（
阿
久
根
中
出
身
）
は
「
果

実
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
気

を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
」

と
話
し
、
て
い
ね
い
に　

は
さ
み
を
入
れ
て
摘
み
取

っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
「
生
徒
た

ち
は
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
手

伝
っ
て
く
れ
た
。
人
手
が
足

り
な
い
か
ら
本
当
に
助
か
る
。

今
後
も
継
続
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
三
笠

事
業
所
管
内
で
は
年
間
約

１
６
０
０
㌧
以
上
の
紅
甘
夏

を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
収

穫
時
期
の
労
働
力
不
足
は
深

刻
で
す
。
市
に
お
い
て
は
今

後
も
人
手
を
確
保
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　果皮・果肉ともに紅色が濃く、甘さ
とほのかな酸味が人気の紅甘夏。
　ぼんたん、大将季と同じく、阿久根
発祥のかんきつ。一般に「甘夏」と呼
ばれている「川野夏橙（かわのなつだ
いだい）」の枝変わ
り（突然変異のこと）
の品種で、昭和 50
年ごろ、脇本桐野下
区の故・大野力さん
の果樹園で発見され
ました。

紅甘夏 ( べにあまなつ ) 阿
久
根
発
祥
の

か
ん
き
つ
の
一
つ

鶴

尾崎・ぼんたんの里で

ボンタン狩り
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阿久根の〝農″を満喫
大好評の農業体験ツアーを実施

内
の
農
家
で
構
成
す

る
「
あ
く
ね
農
業
体

験
ツ
ア
ー
ズ
」（
白
濵
和
利
会

長
）
が
１
月
20
日
、
農
業
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

農
業
を
通
し
て
阿
久
根
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
う
目
的
で
、

昨
年
度
に
続
き
３
回
目
の
開

催
で
す
。　

　

ツ
ア
ー
に
は
市
内
外
か
ら

32
人
の
参
加
が
あ
り
、
本
市

の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る

ボ
ン
タ
ン
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

原
木
し
い
た
け
の
収
穫
体
験

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

昼
食
に
は
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
の
方
々
が
ボ
ン
タ
ン
ペ
ー

ス
ト
を
混
ぜ
込
ん
だ
特
製
カ

レ
ー
や
ガ
ネ
（
芋
の
天
ぷ
ら
）

を
振
る
舞
い
、
参
加
者
は
阿

久
根
の
食
を
堪
能
。
さ
ら
に

高
級
デ
コ
ポ
ン
「
大
将
季
」、

早
掘
り
タ
ケ
ノ
コ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ち
り
め
ん
キ
ャ
ベ

ツ
と
い
っ
た
阿
久
根
産
の
農

産
物
や
鶴
翔
高
校
産
の
豚
み

そ
や
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
販

売
も
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
鹿
児
島
市
か
ら
参
加
し

た
政
倉
豊
敏
さ
ん
(68)
は
「
ど

れ
も
大
満
足
な
内
容
。
阿
久

根
が
好
き
に
な
っ
た
。
是
非

ま
た
参
加
し
た
い
」
と
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
年
に
数
回
、

体
験
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し

て
旬
の
阿
久
根
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。

市

脇本・三笠えのき茸生産組合所有林で

しいたけ収穫

尾崎・ぼんたんの里で

ボンタン狩り

折口・春田農園で

ミニトマト収穫
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薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

の
薩
摩
高
城
駅
、
牛

ノ
浜
駅
、
野
田
郷
駅
の
３

つ
の
駅
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
が
決
定
し
、
１
月
８
日

に
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久

根
駅
で
お
披
露
目
式
が
開

か
れ
、
約
70
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
を

機
に
鹿
児
島
県
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
利
用
促
進
協
議

会
が
企
画
。
地
元
住
民
な

ど
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
で
作
成
さ
れ
た
案
か

肥薩おれんじ鉄道３駅のキャッチコピー決定
　　にぎわい交流館阿久根駅でお披露目式

ら
人
気
投
票
で
決
定
し
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
会
長
の
三
反

園
訓
知
事
は
「
ど
の
駅
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
す
ば

ら
し
い
。
た
く
さ
ん
の
人

が
電
車
を
利
用
し
、
ど
ん

ど
ん
鹿
児
島
が
盛
り
上
が

っ
て
い
け
ば
う
れ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
市
を
代
表
し
て
、

西
平
良
将
市
長
は
「
ど
れ

も
親
し
み
が
も
て
る
コ
ピ

ー
に
な
っ
た
。
阿
久
根
市

に
お
い
て
は
、
明
治
維
新

１
５
０
周
年
の
取
り
組
み

と
し
て
、
松
木
弘
安
（
寺

島
宗
則
）
の
旧
家
を
保
全

し
、
未
来
へ
伝
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
予
定

し
て
お
り
、ま
た
、映
画「
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
（
レ
イ
ル

ウ
ェ
イ
ズ
）」
シ
リ
ー
ズ
最

新
作
「
か
ぞ
く
い
ろ
」
の

撮
影
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

沿
線
の
魅
力
が
高
ま
る
い

い
機
会
に
な
る
。
鹿
児
島

県
、
沿
線
市
が
ど
ん
ど
ん

発
展
す
る
年
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
お
れ
ん
じ
に
輝
く
夕
日
が

   

西
郷
さ
ん
と
あ
な
た
の
ハ
ー
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ッ
ク
♡
オ
ン
」

「
お
れ
ん
じ
が

　
　

見
事
に
輝
く
こ
の
夕
日
、

　
　
　

阿
久
根
の
絶
景　

牛
之
浜
」

「
お
か
え
り
、

　
　
　
　

島
津
の
故ふ

る
さ
と郷

へ
」

薩摩高城駅 牛ノ浜駅 野田郷駅

※キャッチコピーが記された看板は、各駅に設置されます。

牛ノ浜駅の看板の前で記念撮影する
三反園知事や西平市長たち

肥
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市
と
鹿
児
島
相
互
信
用
金

庫
、
鹿
児
島
国
際
大
学
が

取
り
組
む
産
官
学
金
連
携
事
業

の
一
環
で
、
昨
年
９
月
か
ら
阿

久
根
駅
前
に
開
い
た
実
証
店
舗

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
輪
」
が

１
月
14
日
、
最
終
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　

大
学
の
菊
地
裕
幸
教
授
の
ゼ

ミ
生
が
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

沿
線
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
し

な
が
ら
市
場
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
２
月
下
旬
に
本
事
業
の
報

告
会
を
開
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

文化財防火デー
市民会館で防火訓練

かごしま国体を
ダンスで盛り上げよう

鹿児島国体 ダンス　検索

「チャレンジショップ輪」
　営業を終了‐産官学金連携事業 -

が
「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
と
し
て
定
め
て
い

る
１
月
26
日
に
、
市
民
会
館

で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
に
は
、
阿
久
根
消

防
署
員
や
市
職
員
、
市
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
に
は
県
指
定
文

化
財
の
阿
久
根
砲
や
関
係
す

る
重
要
書
類
が
保
管
さ
れ
て

お
り
、
参
加
者
た
ち
は
訓
練

を
通
し
て
文
化
財
愛
護
に
関

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
は
給
湯
室
か
ら
出
火

し
た
と
い
う
想
定
で
、
市
職

員
が
館
内
か
ら
資
料
な
ど
を

運
び
出
し
、
消
防
署
員
が
建

物
に
向
か
っ
て
放
水
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
消
火
器
の
取

り
扱
い
講
習
も
あ
り
ま
し
た
。

　

牧
内
昭
徳
消
防
署
長
は「
人

命
や
大
事
な
文
化
財
を
守
る

た
め
、
今
後
も
訓
練
を
継
続
・

反
復
し
て
火
災
予
防
に
努
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

国

燃本

チェスト～！

【文化財防火デー】

1949 年１月 26 日、世界遺産・法隆寺金堂から
出火し、極彩色の壁画が焼損。これを教訓に国
が 55 年、防火デーとして制定しました。

ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
ゆ

め
～
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
～
」

（
作
詞
・
作
曲
・
歌
は
本
県
出
身

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

辛
島
美
登
里
さ
ん
）
の
ダ
ン
ス

講
習
会
が
12
月
24
日
、
市
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
は
、
鹿
児
島
女
子
短
期
大

学
教
授
の
小
松
恵
理
子
さ
ん
が

振
付
を
制
作
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
は
、
講
師

で
訪
れ
た
鹿
児
島
大
学
教
育
学

部
の
高
岡
綾
子
さ
ん
と
、
き
ら

り
☆
キ
ッ
ズ
主
宰
の
伊
地
知
真

紀
子
さ
ん
か
ら
、
楽
し
く
振
付

を
習
い
ま
し
た
。
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26
回
阿
久
根
市
生
涯
学

習
フ
ェ
ア
」
が
２
月
４

日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
で
は
、
社
会
体
育
の

功
労
や
全
国
大
会
な
ど
に
出
場

さ
れ
た
方
々
の
功
績
に
対
す
る

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
行
わ
れ

た
小
・
中
学
校
弁
論
大
会
で
、

市
長
賞
を
受
賞
し
た
三
笠
中
３

年
の
荒
木
美
優
さ
ん
と
議
長
賞

を
受
賞
し
た
田
代
小
６
年
の　

山
口
優
希
さ
ん
が
、
自
分
の
考

第26回阿久根市
生涯学習フェア開催

開会行事で
市民憲章を堂々と読み上げる
三笠中２年の福永悠介君

１ふるさと阿久根を思い、堂々と発表する三笠中３年の
荒木美優さん。２地域の方々の活動から阿久根の未来を
思って発表する田代小６年の山口優希さん。３会場には
市内の生涯学習講座や高齢者学級などの活動内容が紹介・
展示されました。４美しい歌声を披露する「中央学級コー
ラス」の受講生。５揃った動きであでやかな踊りを披露
する「光礁大学 初歩からの踊り」の受講生。

阿久根市出身。幼少期から蘭学・英学
に精通。島津斉彬に仕え、集成館事業
に携わり、日本近代化の礎を築く。国
内外の電信政策を推進し、「電気通信

の父」とも呼ばれる。ま
た、国政においても、外
務卿、文部卿、元老院議
長などを歴任し、日本外
交の近代化と条約改正に
力を尽くした。

松木弘安（寺島宗則）

講演された
鹿児島県ＰＲ・観光戦略部
かごしまＰＲ課
明治維新 150 周年推進室
吉満庄司 専門員

鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵

第

寺
島
宗
則
が
明
治
維
新
・
政
府
に　

　
　
　

果
た
し
た
役
割
の
再
認
識
を

　

松
木
弘
安
（
寺
島
宗
則
）
は
、
単

な
る
外
交
家
で
は
な
く
、
優
れ
た
政

治
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。『
深
沈
寡

黙
』『
学
者
肌
』
で
目
立
つ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治

維
新
そ
し
て
明
治
新
政
府
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

寺
島
宗
則
が
残
し
た
そ
の
足
跡
か

ら
何
を
学
び
と
る
か
が
私
た
ち
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「

１２

３

４

５
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え
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
涯
学
習
講
座
で

は
、「
中
央
学
級
コ
ー
ラ
ス
」
と

「
光ひ

か
る
ぜ礁

大
学　

初
歩
か
ら
の
踊

り
」
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
伸
び
伸
び
と
披
露
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
鹿
児
島
県
Ｐ
Ｒ
・
観

光
戦
略
部
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課
の

吉
満
庄
司
専
門
員
が
「
明
治
外

交
の
パ
イ
オ
ニ
ア　

寺
島
宗
則

の
挑
戦
」
と
題
し
、
本
市
脇
本

出
身
で
明
治
政
府
の
外
交
に
力

を
尽
く
し
た
松
木
弘
安
（
寺
島

宗
則
）
の
人
物
像
を
わ
か
り
や

す
く
講
演
さ
れ
、
参
加
者
は
吉

満
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ロ
ビ
ー
で
は
書

道
や
手
芸
な
ど
生
涯
学
習
講
座

の
作
品
展
示
や
高
齢
者
学
級
の

紹
介
が
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
作
品
の
数
々
を
参
加
者
は

思
い
思
い
に
観
賞
し
て
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
阿
久
根

市
社
会
体
育
功
労
者
・
体
育
協

会
優
秀
選
手
表
彰
式
で
受
賞
さ

れ
た
方
々
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

表彰された皆さま

おめでとうございます

阿久根市社会体育功労者表彰（１人）

当日出席し、表彰を受けた皆さん
＝市民会館

体育協会優秀選手表彰（11 人）

氏名 種目 功績・実績など

松﨑　茂 一般
永きにわたりソフトボール協会の役員および会長を務められている。また、平成 19
年度から昨年度まで阿久根市体育協会長として本市の社会体育の発展・振興に大き
く貢献されてきた。

氏名 種目 功績・実績など

中原　大地 陸上 阿久根市立阿久根小学校
第 33 回全国小学生陸上競技交流大会に出場（男子走高跳） 　

上野　莉々華 陸上 阿久根市立阿久根小学校
第 33 回全国小学生陸上競技交流大会に出場 （女子共通 4 × 100 ｍ）

坂元　瑠菜 陸上 阿久根市立阿久根小学校
第 33 回全国小学生陸上競技交流大会に出場  （女子共通 4 × 100 ｍ）

尾﨑　陽奈 陸上 阿久根市立阿久根小学校
第 33 回全国小学生陸上競技交流大会に出場  （女子共通 4 × 100 ｍ）

馬場園　桃 陸上 阿久根市立阿久根小学校
第 33 回全国小学生陸上競技交流大会に出場  （女子共通 4 × 100 ｍ）

妙
みょうえんぞの

圎園　拓真 サッカー
学校法人日章学園鹿児島城西高等学校在学時に出場（阿久根中学校卒）
平成 28 年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技に出場
第 95 回全国高校サッカー選手権大会に出場

濵﨑　拓真 サッカー
学校法人日章学園鹿児島城西高等学校在学時に出場（阿久根中学校卒）
平成 28 年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技に出場
第 95 回全国高校サッカー選手権大会に出場

米丸　幹汰 ボクシング 阿久根市立阿久根中学校
第 6 回全日本ＵＪ（アンダージュニア）ボクシング大会に出場　36㎏級

山口　龍太郎 野球
阿久根市立阿久根中学校
第 48 回日本少年野球選手権大会に出場
第 18 回ボーイズリーグ鶴岡一人記念大会に出場（九州選抜）

石原　奏人 柔道 阿久根市立三笠中学校
平成 29 年度マルちゃん杯全日本少年柔道大会に出場（団体戦）

宮前　凪
な あ む

綺夢 卓球 阿久根市立大川小学校
全農杯平成 29 年度全日本卓球選手権大会（3・4 年生の部）に出場
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久
根
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
建
設
工

事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
12
月
か
ら
引
き

続
き
、
２
階
の
柱
、
壁
や

屋
根
の
鉄
筋
、
型
枠
の
工

事
中
で
す
。
今
後
は
、
２

階
か
ら
３
階
、
屋
根
等
の

鉄
筋
、
型
枠
工
事
と
進
ん

阿久根市民交流センター建設状況

市長の主な動き

１月

で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
工
事
の

進
捗
率
は
約
42
％
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
27
日

に
は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
管
理
運
営
委
員
会
の
委

員
が
視
察
を
行
い
、
今
後

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い

く
か
な
ど
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
阿
久

根
市
民
会
館
の
ご
利
用
に

何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会 

　
　
教
育
総
務
課

　
☎
０
９
９
６

　
　

(

７
３)

１
２
５
７

阿

管理運営委員会委員が視察されました。

阿久根市長
  西平 良将
　にしひら　よしまさ

上 空 か ら の 建 設 現 場 の
様子 ( １月撮影 )。右上
は市民会館。

今年８月完成予定

北さつま漁業協同組合初市の式（晴海町）
消防組合仕事始め式（消防署）
市役所仕事始め式（市役所）
成人式（市民会館）
観光関係者新年互礼会（鹿児島市）
阿久根商工会議所新春懇談会（赤瀬川）
肥薩おれんじ鉄道キャッチコピー看板除幕式（にぎわい交流館阿久根駅）
恵比寿祭り（市内５地区）
阿久根青年会議所新春賀詞交換会（赤瀬川）
新年県庁あいさつ回り（県庁）
消防出初式（市役所、晴海町）
民生委員・児童委員協議会情報交換会（赤瀬川）
手をつなぐ育成会新成人を祝う会（赤瀬川）
駅前通り会恵比寿祭り（栄町）
第 20 回サンサンミセス大会・第 29 回女性大会（市民会館）
県などへ観光関連事業などの要望活動（県庁、鹿児島市内）
第 10 回Ｂ＆Ｇ全国サミット（東京都）
総務省で特別交付税などの要望活動（東京都）

「リストランテ kubotsu」オープン記念特別ディナーパーティ（※阿久根市の食材活用）
（福岡市）

阿久根市少年柔道大会（脇本）
8020 表彰者訪問（※ 80 歳以上で自分の歯が 20 本以上ある方を表彰）（市内一円）
特別職報酬等審議会（市役所）
神奈川県副知事へ松木弘安（寺島宗則）関連事業の要望活動（神奈川県）
明治維新 150 周年記念「かごしま食の大交流会」（東京都）

  ４日
  ４日
  ４日
  ４日
  ５日
  ７日
  ８日
10 日
10 日
12 日
14 日
18 日
20 日
20 日
21 日
23 日
24 日
25 日
25 日

28 日
30 日
30 日
31 日
31 日

平
良
将
市
長
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
の「
対

話
」
と
「
協
働
」
を
軸
に
、

よ
り
多
く
の
方
が
笑
顔
に

な
る
よ
う
日
々
努
め
て
い
ま

す
。

　

１
月
の
主
な
活
動
は
右
記

の
と
お
り
で
す
。

西 ▲
安
田
充
事
務
次
官
に
特
別
交
付
税
要
望
書

を
手
渡
す
西
平
市
長
＝
総
務
省
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市役所窓口で
マイナンバーカードの申請ができます

　 　問　市民環境課　住民年金係　☎0996-73-1218

２月中旬から
「市長と語る会」を開催します

 問　総務課　秘書広報係　☎0996-73-1208
　市で は、区などにおいて「市長と語る会」を２月中
旬 から随時開催します。
　開催日程や対象区など詳しいことは、各区の放送な
どでお知らせいたします。

※請求期限を過ぎると、弔慰金を受ける権利がなくな
りますので、お早めに請求してください。
　なお、12 月末までに 444 人が請求され、437 人が終
了しています。

◆支給対象となる方
　平成 27 年４月１日（基準日）において、「恩給法に
よる公務扶助料」、「戦傷病者戦没者遺族等援護法によ
る遺族年金」などを受ける方（戦没者の妻や父母など）
がいない場合に、次の順番で順位が先になるご遺族お
一人に支給されます。
　支給対象者は、戦没者などの死亡当時のご遺族で、
１　平成 27 年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等
　援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２　戦没者などの子
３　戦没者などの①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　※戦没者などの死亡当時、生計関係があったことな
　どの要件を満たしているかどうかで順番が入れ替わ
　ります。
４　上記１から３以外の戦没者などの三親等内の親族
　（甥、姪など）
　※戦没者などの死亡時まで引き続き１年以上の生計
　　関係があった方に限ります。
◆支給内容
　国債名称　　第十回特別弔慰金国庫債券　い号
　額　　面　　25 万円（５年償還）

第十回特別弔慰金のお知らせ

 　請求・問　福祉課　福祉係　☎0996-73-1240

請求期限　４月２日 月

　市民環境課窓口では簡単にマイナンバーカードの申請
ができます！
　マイナンバーカードの申請方法は、郵便による申請、
オンライン（スマートフォン・パソコンなど）による申請、
市民環境課窓口での申請（無料で写真撮影実施中）など
があります。
　市民環境課窓口での申請を希望される方は、個人番号
カード交付申請書または本人確認書類を持参のうえ、ご
本人が市民環境課窓口までお越しください。
　※窓口が混雑している場合は、お待ちいただく場合が
　あります。
　※申請には約 30 分かかります。
　マイナンバーカード申請用の送付用封筒はそのままお
使いいただけます！
　「通知カード」および「個人番
号カード交付申請書」と一緒にお
届けしている個人番号カード交付
申請書の送付用封筒については、
差出有効期間が平成 29 年 10 月 4
日になっている場合でも、平成 31
年 5 月 31 日まで切手を貼らずに、
そのまま使用することができます。
　送付用封筒を追加で必要な方へ
　 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 総 合 サ イ ト（https://www.
kojinbango-card.go.jp/）から封筒作成用の材料をダウン
ロードして使用いただくことができます。または、市民
環境課窓口に準備してありますので、ご利用ください。
　マイナンバーカード・マイナンバー通知カードの受け
取りはお済みですか？
　マイナンバーカードの申請をされた方でハガキ（個人
番号カード交付通知書兼照会書）が届いた方に交付を
行っています。
　なお、ハガキに記載している受け取り期限を過ぎてい
る方も、マイナンバーカードの受け取りができます。
　ハガキが届いた方は、必要書類を持参の上、市民環境
課窓口でお受け取りください。
　※マイナンバー通知カードの受け取りがお済みでない
　方も受け取りができます。
　マイナンバーカード・マイナンバー通知カード交付の
ため、下記の日程で日曜日に開庁します。
　◆開庁日時　
　３月 11 日 日　8:30 ～ 12:00
　※ほかの証明書発行などはできません。
　※４月以降の開庁日についてはホームページ・こよん
　でご確認ください。

▼
▼

▼
▼

▼

チ
ェ
ッ
ク
！

簡単！
 

市役所からの 

お知らせ 
Notification from Akune City Hall 

市が行う制度や行事などをお知らせ

します。ご不明なことがあれば、お問

い合せください。 

３
月
15
日
( 木）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
に
市
民
会
館
で
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
問 
市
民
環
境
課
住
民
年
金
係 

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
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市からのお知らせ
Notification from Akune City Hall

平成30年度
「統計の日」標語を募集します

 問　企画調整課　統計調査係　☎0996-73-1215

各種健康診査の希望調査の

お知らせ

 問　健康増進課　保健予防係
　　 ☎0996-73-1228 ／ FAX0996-73-0297

水道管凍結にご注意を！
 　　　問　水道課　管理係　☎0996-73-1102

民生委員・児童委員の交代の

お知らせ

　平成 30 年度に市で実施する各種健康診査の希望調
査票を配布しています。
　この結果をもとに各種健診の問診票を個別に送付い
たします。
◆対象者　（平成 31 年３月 31 日現在）
　【女性】20 歳以上　【男性】40 歳以上の方　
◆内容
　希望調査票には、現在の申込状況が記入されていま
すので変更がある場合のみ訂正して、提出してください。
　現在の申込状況が「未回答」となっている方も、健
診を「希望する」「希望しない」のいずれかに記入して
提出してください。
◆提出期限
　３月２日 金

◆提 出 先
　各区長さんに提出してください。または、健康増進
課保健予防係・三笠支所・大川出張所、電話・ＦＡＸ
でも受け付けております。

　これまで記録的な寒波により水道管凍結による漏水
が多発しました。そこで、厳寒に向けて特に露出管に
はご注意いただき、凍結対策をお願いいたします。
　なお、市では漏水の際に水道料金を減免できる場合
がありますが、露出管など目視できる箇所の漏水につ

いては減免対象外となっております。
漏水した際には阿久根市指定の給水工
事業者にご連絡ください。
※漏水減免申請は、漏水修理完了後

　90 日以内に限り可能です。

　西目地区（馬見塚・大川島）の民生委員・児童委員が、
𠮷田武

た け ち か

誓さんに交代となりました。
　任期は平成 31 年 11 月 30 日までです。
　どうぞよろしくお願いします。

   新任の𠮷田　武誓さん
「地域にお住まいの方と連帯感を深めて

   皆さんが元気で生活できるよう頑張って
   いきます」

　総務省では、「統計の日（10 月 18 日）」の標語を募
集しています。
　入選作品は「統計の日」のポスターのほか、調査環
境を整備するための各種広報に活用されます。
◆募集部門　
　小学生の部、中学生の部、高校生の部、一般の部、
統計調査員の部、公務員の部
◆応募方法
　応募用紙に必要事項を記入し提出。１人５作品まで。
◆提出先
　郵送　〒 162 ‐ 8668　東京都新宿区若松町 19 ‐ 1
　　　　総務省政策統括官付統計企画管理官室普及指
　　　導担当 宛
　メール　t o u k e i n o h i @ s o u m u . g o . j p 　
　FAX　０３（５２７３）１１８９
※詳しいことは、総務省ホームページをご覧になるか
　担当課にお問い合わせください。

募集期限　３月31日 土

▼
▼

▼

在宅医療・介護フォーラムを開催し

ます　問　地域包括支援センター　☎0996-73-1272

◆開催日時　３月３日 土 13:30 ～ 16:00

◆場　　所　市民会館大ホール
◆講　　師　中野　一司先生
　　　　　　（脇本出身、
　　　　　　  ナカノ在宅医療クリニック院長）
◆内　　容
　・在宅医療に関すること
　・阿久根市内介護保険サービス事業所の紹介など
◆申込期限　２月 21 日（水）
※「高齢者元気度アップ・ポイント事業」の対象と
なります。

認知症カフェを毎月実施中　

　問　地域包括支援センター　☎0996-73-1272
　本人や家族、地域の人で集い、介護の悩みなどを
語り合う「認知症カフェ」を毎月実施しています。
参加を希望される方は、地域包括支援センターにお
申し込みください。
◆日時　2 月 21 日 水　13:45 ～

◆場所　折多地区集会施設

※３月の実施日時は、３月 14 日 ( 水 )13：45 ～です。
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出水駅蔵之元港間 約65分
「出水・天草ロマンシャトル」
１日６便で運行中！
　 問　   運行に関すること
　　　    南国交通㈱出水営業所　☎0996-62-1626
　　　　その他のこと
　　　　同バス利用促進協議会事務局 ( 天草市役所内 )　　 　　
　　　　☎0969-27-6000

平成29年分確定申告の
期限内納付と振替期日について

 　　　　　 　 問　出水税務署　☎0996-62-0200

納税証明書を請求される方へ

　出水駅と蔵之元港
を結ぶシャトルバス
を１日６往復体制で
運行しています。
　長島町蔵之元港と
熊本県天草市の牛深
港は、フェリーによ
り 30 分 で 結 ば れ て お
り、天草への便利な交
通アクセスとして利用いただけます。
　日常生活や観光の移動手段として、当シャトルバ
スをぜひご利用ください。
◆運行ダイヤ

　納税は、お近くの金融機関（日本銀行歳入代理店）
や税務署の窓口で受け付けていますが、申告所得税
および復興特別所得税ならびに消費税および地方消
費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯金口
座から引き落としとなる「振替納税」が大変便利です。
利用されていない方は、ぜひご利用ください。
　なお、平成 29 年１月から、振替納税に係る領収書
は送付しておらず、書面による証明が必要な方には、
口座振替がされた旨の証明を行います。

　２月、３月は、確定申告などのため、税務署の窓
口が大変混雑し、納税証明書の発行に時間がかかる
場合があります。なるべくこの時期を避けて請求し
ていただきますようお願いします。
　なお、請求する場合は、法人番号または個人番号
の記載や本人確認書類（免許証など）が必要であり、
特に個人の方は、個人番号カードなどの番号確認書
類が必要なのでご注意ください。
　また、代理人が請求する場合は、委任状、本人確
認書類および請求者の番号確認書類の写しが必要で
す。
　自宅などのパソコンやスマートフォンおよびタブ
レット端末からも納税証明書を請求できます。

　詳しくは e-Tax ホームページを
ご覧ください。

◆料　　金（蔵之元港⇔出水駅）　
　大人 1,050 円、小人 530 円　※片道運賃
◆運行経路　
　蔵之元港～温泉センター前～指江庁舎前～だんだ
ん市場～三笠中前～筒田前～屋地～古浜入口～今村
西～八幡神社東～出水駅
◆所要時間（蔵之元港⇔出水駅）65 分

蔵之元港発 出水駅発

７：１５ ８：４５

９：５５ １１：２０

１２：３５ １２：４０

１４：００ １５：２５

１５：２０ １６：４５

１７：５５ １８：０５

納付期限 振替納税の振替日

申告所得税および

復興特別所得税
３月15日 木 ４月20日 金

消費税および地方
消費税

（個人事業者）
４月２日 月 ４月25日 水

e-Tax　　検索

生涯学習県民大学講座 in 北薩を開催します　

　 問　教育委員会　生涯学習課　 ☎0996-72-1051

◆日時・場所　2 月 24 日 土  ① 13:00 ～ 14:40 ／② 15:00 ～ 16:40　市民会館第 1 会議室
◆内容 ① 講座１ 

　 講師：根建洋子 氏 ( 元鹿児島純心女子大学教授 )
　   テーマ   ：医療・健康『延ばそう！健康寿命』

②講座２
　 講師：戸髙成人 氏 ( ＮＰＯ法人ネットポリス鹿児島理事長 )
　   テーマ   ：教育・子育て 『繋がり続けたいネット世代のリアル』

参加費 無料

▼
▼

▲平日の３往復は
　ボンネットバスで運行
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【第44回】消費生活コーナー

市からのお知らせ

10

Notification from Akune City Hall

成人になると巻き
込まれやすくなる
消費者トラブル

困った時はご相談を！

阿久根市消費生活センター

（商工観光課内）

☎0996-73-1211( 内線1112)

１月の生ごみ収集量

 90,188 kg （前月比-2.3％）

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら

れ
る
相
談
を
み
る
と
、
20
歳
に
な
っ
た

若
者
（
成
人
）
か
ら
の
相
談
件
数
は
未

成
年
よ
り
も
多
く
、
そ
の
契
約
金
額
も

高
額
で
す
。「
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
」
や

「
マ
ル
チ
取
引
」、「
エ
ス
テ
」
に
関
す

る
相
談
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
か

ら
儲
け
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た
り
、
高

額
な
契
約
を
す
る
た
め
に
借
金
を
勧
め

た
り
す
る
と
い
う
事
例
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
社
会
経
験
が
乏
し
い
若
者
を

狙
い
撃
ち
す
る
悪
質
な
業
者
も
い
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

①
街
中
で
声
を
掛
け
ら
れ
タ
レ
ン
ト　

　

事
務
所
に
同
行
し
て
所
属
契
約
を

　

し
た
が
、
不
審
に
思
い
翌
日
解
約

　

を
申
し
出
た
ら
、
法
外
な
違
約
金　

　

を
請
求
さ
れ
た
。

②
必
ず
儲
か
る
と
い
わ
れ
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
作
成
を
依
頼
し
、
借
金
を
し

　

て
料
金
を
支
払
っ
た
が
、
全
く
儲

　

か
ら
な
い
。

③
必
ず
痩
せ
る
と
言
わ
れ
、
痩
身
エ

　

ス
テ
の
契
約
を
し
た
が
、
効
果
が

　

な
く
中
途
解
約
を
申
し
出
た
ら
高

　

額
な
料
金
の
請
求
を
受
け
た
。

④
友
人
か
ら
儲
か
る
話
が
あ
る
と
言

　

わ
れ
、
仮
想
通
貨
の
投
資
の
契
約

　

を
し
た
が
、
全
く
儲
か
ら
ず
、
借

　

金
だ
け
が
残
っ
た
。

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
女
性
に
連

　

れ
て
行
か
れ
た
事
務
所
で
自
己
啓

　

発
セ
ミ
ナ
ー
の
契
約
を
勧
め
ら
れ

　

借
金
を
し
て
会
費
を
払
う
よ
う
言

　

わ
れ
た
。　

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、
次
の
こ
と
を
特
に
留
意
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

   

◆
契
約
責
任
を
負
う
成
人
で
あ
る
こ

　

   

と
を
自
覚
し
、
安
易
に
契
約
し
な

　

   

い
。

   

◆
簡
単
に
大
金
を
得
る
こ
と
は
通
常　

  　

 

あ
り
え
な
い
。
う
ま
い
話
に
乗
ら

  　

 

な
い
。

   

◆
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
も
「
勇

  　

 

気
」。
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
。

   

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
利
用
や
借
金

　

   

は
慎
重
に
行
う
こ
と
。

　家庭から排出される可
燃ごみのうち生ごみの重
量は約 4 割と大きな割合
を占めています。
　生ごみを分別して排出
することでごみの減量化、
循 環 型 社 会 形 成 の 推 進、
CO2 排出量削減などの効
果が期待されます。

　生ごみからできた堆肥「ガーベッジあくね」は市民の皆さま
に無料で配布しています。
　堆肥は 1 袋８kg 入り（非密封）です。袋単位でなく大量に
必要な場合は、堆肥化施設で直接、軽トラックなどに積み込み
ます。必要な場合は事前にお申し込みください。

北薩環境管理協同組合
　　（堆肥化施設）
住　阿久根市鶴川内 10616 番地
☎　0996-84-2875

生ごみの分別に
取り組みましょう！

１　生ごみ堆肥化事業に協力する。（対象区のみ）

　生ごみ堆肥化事業を実施している区に加入している方
　で、この事業に協力していただける方に、区長を通じ
て水　切りバケツを無料配布しています。
２　段ボールコンポストを利用して生ごみを堆肥化する。

　段ボールとオガクズなどの基材で生ごみを堆肥化する
　生ごみ処理容器（段ボールコンポスト）を市役所、三
　笠支所、大川出張所で無料配布しています。
３　市販の生ごみ処理機や水切りバケツを利用する。

　市販の電動生ごみ処理機、コンポスト、水切りバケツ
　を購入された場合、購入経費に対して、
　その２分の 1 以内の額を補助しています。
　詳しくは、市民環境課環境対策係 （☎ 0996-
    73-1219）にお問い合わせください。

う◆

◆

◆
ま
い
話
に

ご
用
心
!!

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！
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成
30
年
阿
久
根
市
成
人
式
が
１

月
４
日
に
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
新
成
人
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

１
９
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
仲
間
と
の
再
会
に
歓
喜
の
声

が
絶
え
ず
、
旧
交
を
温
め
合
う
様
子

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

　

式
典
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
長

の
山
田
友
輝
さ
ん
が
、「
い
ろ
い
ろ

な
方
に
感
謝
し
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
自
覚
を
も
っ
た
大
人
に
な
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
市
長
を

は
じ
め
多
く
の
方
が
新
成
人
に
対
し

祝
福
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
児
島
を
中
心
に
大
活
躍
の

人
気
タ
レ
ン
ト
・
野
口
た
く
お
さ
ん

の
講
演
も
あ
り
「
失
敗
は
成
功
の
種
。

恐
れ
ず
元
気
よ
く
人
生
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
人
生
の
大
き
な

節
目
に
立
ち
、
感
謝
の
思
い
と
希
望

を
宿
し
て
、
大
人
へ
の
ス
タ
ー
ト
を

力
強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
。

輝かしい未来に向かって
新たな門出

平成 30年成人式
平
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春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
１
月

14
日
、
市
役
所
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
、
消
防
職
員
・
団
員
や
消
防
関

係
者
の
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
防

火
活
動
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
西
平
良
将
市
長
が
昨
年
、

阿
久
根
市
内
で
15
件
の
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
に
触
れ
「
不
幸
に
し
て
12

月
に
死
傷
者
を
伴
う
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
再
び
火
災
が
起
き
な
い
よ

う
、
ま
た
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
消
防
団
と
消
防
署

が
一
体
と
な
っ
て
、
火
災
予
防
意
識

の
啓
発
推
進
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
大
川
分
団
の
通
常
点
検

お
よ
び
小
隊
訓
練
、
山
下
・
鶴
川
内

分
団
の
消
防
操
法
、
認
定
こ
ど
も
園

あ
く
ね
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技
、

阿
久
根
第
一
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
・
阿

久
根
消
防
署
合
同
の
古
式
腕
用
ポ
ン

プ
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
功
労
者
へ
の
表
彰
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。【
受
章(

賞)

者
は
次
ペ
ー

ジ
掲
載
】

　

ま
た
、
式
終
了
後
に
は
、
市
民
が

見
守
る
中
、
消
防
職
員
・
団
員
や
消

防
関
係
者
、
消
防
車
両
な
ど
が
堂
々

と
市
中
行
進
を
行
い
、
阿
久
根
漁
港

新
港
に
お
い
て
、
火
災
や
災
害
の
な

い
一
年
を
願
っ
て
、
海
に
向
か
っ
て

一
斉
に
放
水
し
ま
し
た
。

地域の防災
新年の決意を新たに

消防出初式

１山下分団による小型ポンプ操法 。２ 市民の
安心・安全を願って万歳三唱。３大川分団に
よる通常点検および小隊訓練。４認定こども
園あくね園幼年消防クラブによる演技 。 ５各
分団や関係者が堂々と行進 。６鶴川内分団に
よるポンプ車操法。７古式腕用ポンプ操法の
阿久根第一少年消防クラブと消防署員。

各分団員が岸壁から海に向かって一斉放水。
赤や黄色など鮮やかな水がアーチを描きました。
＝阿久根新港外港

新

１

３４５

６７

２
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☆
市
長
表
彰

▽
企
業
感
謝
状

出
水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー

▽
優
良
分
団
表
彰

大
川
分
団

山
下
分
団

赤
瀬
川
分
団

▽
永
年
勤
続
幹
部
退
団
表
彰

若
松　
義
徳(
元
山
下
分
団
尾
崎
班)

☆
団
長
表
彰

▽
優
良
班
表
彰

鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班

大
川
分
団
尻
無
班

大
川
分
団
牛
之
浜
班

大
川
分
団
大
川
班

三
笠
分
団
黒
之
浜
班

☆
消
防
庁
長
官
表
彰(

伝
達)

▽
消
防
団
員
退
職
者
第
二
号
報
償
伝
達

(

15
年
以
上
25
年
未
満)

若
松　
義
徳
（
元
山
下
分
団
尾
崎
班
）

濵
田　
洋
一（
元
大
川
分
団
大
川
第
一
班
）

☆
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

(

伝
達)

　

※
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在

▽
功
績
章
（
勤
続
20
年
）

大
田　
省
吾
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

畠
中　
義
文
（
山
下
分
団
山
下
班
）

折
橋　
政
光
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

若
松　
和
幸
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

☆
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰

　
　

※
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在

▽
永
年
勤
続
章(

勤
続
15
年)

福
浦　
涼
太
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

折
橋　
智
樹
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

古
田　
貴
光(

西
目
分
団
西
目
班)

洲
﨑　
伸
治(

中
央
分
団
車
両
第
一
班)

船
蔵　
真
一(

中
央
分
団
積
載
班)

濵
之
上　
貴
友(

三
笠
分
団
三
笠
第
二
班)

笹
𠩤　
史
貴(

三
笠
分
団
桐
野
班)

松
﨑　
広
美(

三
笠
分
団
瀬
之
浦
班)

加
田
野　
巧(

三
笠
分
団
黒
之
浜
班)

外
戸
口　
幸
敏(

三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班)

廣
瀬　
孝
行(

大
川
分
団
尻
無
班)

米
次　
純(

鶴
川
内
分
団
田
代
班)

宮
﨑　
幸
男(

鶴
川
内
分
団
桑
原
城
班)

餅
越　
和
幸(

山
下
分
団
弓
木
野
班)

永
井
野　
猛(

山
下
分
団
尾
崎
班)

▽
優
良
団
員
表
彰(

勤
続
10
年)

岩
崎　
久
志(

西
目
分
団
西
目
班)

山
本　
大
喜(

中
央
分
団
車
両
第
一
班)

倉
津　
政
樹(

中
央
分
団
車
両
第
二
班)

田
淵　
洋
一(

三
笠
分
団
三
笠
第
一
班)

栗
栖　
広
成(

三
笠
分
団
三
笠
第
二
班)

大
漉　
伸
也(

三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班)

黒
﨑　
太
一
郎(

赤
瀬
川
分
団)

宮
本　
真
太(

赤
瀬
川
分
団)

川
畑　
順
平(

赤
瀬
川
分
団)

北
川　
貴
志(
西
目
分
団
西
目
班)

☆
団
長
表
彰
（
勤
続
10
年
）

大
漉　
伸
也(

三
笠
分
団
黒
之
瀬
戸
班)

山
本　
大
喜(

中
央
分
団
車
両
第
一
班)

倉
津　
政
樹(

中
央
分
団
車
両
第
二
班)

田
淵　
洋
一(

三
笠
分
団
三
笠
第
一
班)

栗
栖　
広
成(

三
笠
分
団
三
笠
第
二
班)

黒
﨑　
太
一
郎(

赤
瀬
川
分
団)

宮
本　
真
太(

赤
瀬
川
分
団)

川
畑　
順
平(

赤
瀬
川
分
団)

岩
崎　
久
志(

西
目
分
団
西
目
班)

北
川　
貴
志(

西
目
分
団
西
目
班)

▽
精
績
章(

勤
続
15
年)

𠰥
松　
郁
雄
（
山
下
分
団
尾
崎
班
）

湯
田　
矢
凡
（
中
央
分
団
車
両
第
二
班
）

野
﨑　
清
人
（
三
笠
分
団
黒
之
浜
班
）

濵
田　
洋
一
（
大
川
分
団
大
川
第
一
班
）

寺
地　
利
久
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

寺
地　
一
文
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

寺
地　
政
行
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

尻
無
濱　
学
（
大
川
分
団
尻
無
班
）

白
肌　
隆
一
（
山
下
分
団
弓
木
野
班
）

☆
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　

(

40
年
勤
続
章)

　

※
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在

中
村　
主
税
（
団
本
部
）

☆
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　

(
10
年
勤
続
章)

※
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在

山
﨑　
智
宏
（
赤
瀬
川
分
団
）

櫁
柑　
幸
一
郎（
三
笠
分
団
三
笠
第
一
班
）

都
津
川　
正
幸（
三
笠
分
団
三
笠
第
一
班
）

松
﨑　
常
雄
（
赤
瀬
川
分
団
）

宮
内　
浩
弥
（
西
目
分
団
佐
潟
班
）

功績のあった団員や長年にわたる消防団活動にご尽力いた
だいた団員などに対して、表彰状が贈られました。

（敬称略）

平成 30 年
阿久根市消防出初式表彰者

　少量の危険物を貯蔵または取り扱う場合、阿久根地区消防組
合火災予防条例に基づき、消防署への届出が必要です。
　指定数量の５分の１以上（個人の住居は２分の１以上）指定
数量未満の危険物を「少量危険物」といいます。身近な危険物

では、ガソリン、灯油、軽油および重油が該当します。また、
少量危険物の移送（ミニローリー車など）および運搬について
も届出が必要です。
　詳しくはお問い合わせください。
※問い合わせ先　阿久根消防署　☎ 0996-72-0119

少量危険物の貯蔵または取り扱いのお願い

19



　阿久根市女性団体連絡会が主催する「第
20 回阿久根市サンサン・ミセス大会　第
29 回阿久根市女性大会」が１月 21 日、市
民会館大ホールで開催されました。
　大会テーマを「女性が動く　地域づくり
～女性の力で育てよう　人・まち・未来～」
として、市内で活躍する 10 団体約 240 人
が参加。阿久根市ＰＴＡ連絡協議会母親委
員会や浜区相撲甚句保存会の皆さんが日ご
ろの精力的な活動内容を発表し、会場から
盛大な拍手が送られました
　また、鹿児島維新ふるさと館歴史解説員
の肥後秀昭さんを講師に招き、「明治維新
と薩摩の女性たち」と題した講演会も開か
れました。肥後さんは「幕末に活躍した薩
摩の偉人は母親の教えの影響が大きい」と
島津斉彬や西郷隆盛、東郷平八郎などの母
親にスポットを当ててエピソードを話さ
れ、参加者は最後まで聞き入っていました。

　１月 10 日、市内 11 カ所で豊漁と航海安全を祈願
する毎年恒例の「えびす祭り」が行われました。
　倉津地区の漁民研修施設では、宴会後、同集落の
男衆約 15 人が送神歌「よいこん節」を交代で歌いな
がら、化粧直しした男女２体のえびす様に次々に焼
酎を注ぎ「えべっさあ、今年も航海安全と大漁を頼
んでなあ」と声を張り上げました。その後、しめ縄
を先頭に港沿いを練り歩き、えびす様を近くのほこ
らに戻しました。

　折多地区集会施設で 1 月 21 日、市内で暮らす障
がいのある若者たちのグループ「阿久根障がい者青
年学級」のメンバーの新成人を祝う会が行われまし
た。
　今年成人を迎えたのは、中原渉さん、山川大地さん、
梶尾大貴さん、上堀野々香さんの４人。会に出席し
た中原さんと山川さんは、今までの思い出や成人と
しての抱負を堂々と発表し、成長を支えた周囲への
感謝を胸に、今後の決意を新たにしました。
　また、参加した青年学級のメンバーが自作したビ
デオレターで４人の門出を祝福しました。その後は、
みんなで昼食を食べたり、カラオケで歌を歌ったり
して、笑顔あふれる楽しい会となりました。

「大漁・安全頼んでな！」
市内各地で恒例のえびす祭り

阿久根障がい者青年学級で
新成人を祝う会を開催し門出を祝福

女性が動く地域づくりを。
第20回サンサン・ミセス大会
第29回女性大会

１開会のあいさつを行う女性団体連絡
会会長の髙村和恵さん。２躍動感のあ
る動きを披露する浜区相撲甚句保存会
の皆さん。３各学校の活動発表を行う
ＰＴＡ連絡協議会母親委員会の㞍無濱
幸子さん。４講演する鹿児島維新ふる
さと館歴史解説員の肥後さん。

１

２

３ ４
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　民生委員・児童委員としての長年の功績をたたえ
る全国民生委員児童委員連合会表彰の伝達式が 12 月
27 日、阿久根市役所で行われ、榎園すま子さん、末
吉優さん、佐泻福美さんが西平良将市長から表彰状
を受け取りました。
　民生委員・児童委員は、日頃から住民の見守りや
相談活動をされており、西平市長は「長い期間、献
身的に市民を見守ってくださり、大変ありがたいで
す。これからもよろしくお願いします」と感謝しま
した。

　朝の体力づくりなど学校全体で体育教育の充実を
図っている折多小学校が「平成 29 年度全国体育研究
優良校」として表彰されました。表彰は、スポーツ
庁が実施。全国 103 校が受賞し、県内では折多小が
唯一選ばれました。
　折多小では、子どもたちの体力・運動調査などを
生かして、教科体育における授業の工夫・改善、教
科外体育における運動機会の確保、家庭・地域との
連携を実践し、２年間の研究内容をまとめました。
　中村義浩校長は「これからも子どもたちには達成
感や満足感を味わって、進んで運動に親しんでもら
いたい」と話されました。

　第 67 回「社会を明るくする運動」作文コンテスト
（法務省など主催）で、田代小６年の尾原美咲さんと

２年のリー謙二君が鹿児島県の小学生の部の優秀賞
に選ばれました。県内では 119 校 248 点の応募があ
りました。
　尾原さんは「薬物乱用のない社会をつくる」、リー
君は「ちいきの人たちに見守られて」と題して、そ
れぞれ社会問題や地域内の取り組みなどを素直な気
持ちで文章に表現しました。
　昨年 12 月 22 日に表彰伝達式が同校で行われ、２
人は鹿児島保護観察所長から賞状を受け取りました。

　内閣府から平成 29 年 12 月１日付けで発表された
高齢者叙勲の受章者のうち、本市では波留区在住の
川原實さん (88) が瑞宝双光章を受章されました。
　川原さんは、昭和 30 年から市職員として 35 年３
カ月務めた後、市の収入役や助役（現副市長）、公平
委員会委員長などを歴任され、何事にも積極的に取
り組む行動力をもって、市政の発展および住民福祉
の向上に尽力されました。
　川原さんは「胸がいっぱいです」と受章の感想を
静かに話され、ご家族と喜びを分かち合いました。

榎園さん・末吉さん・佐泻さんに
民生委員・児童委員の功績表彰

日頃の運動の取り組みが評価
全国学校体育研究優良校に折多小

「社会を明るくする運動」作文コンテスト
田代小児童(尾原さん、リー君)が優秀賞

川原實さん（波留区在住）が
高齢者叙勲「瑞宝双光章」を受章

自宅で西平良将市長から表彰状を受け取る川原さん

左から佐泻さん、末吉さん、榎園さん、西平市長
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　阿久根中学校出身
で現在、佐賀県立佐
賀東高校３年の松田
凜太郎君 ( Ｄ

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾀﾞｰ

Ｆ ) が１
月５日に訪問し、第
96 回全国高校サッカ
ー選手権大会に出場
したことを西平市長
に報告しました。

　阿久根市出身で現
在、サッカーＪ３鹿
児島ユナイテッドＦ
Ｃに所属する中原優
生選手 ( Ｍ

ﾐｯﾄﾞﾌｨﾙﾀﾞｰ

Ｆ ) が昨年
12 月 27 日 に 訪 問 さ
れ、来シーズンの決
意を表されました。

西平良将市長を表敬訪問

ますますの活躍が期待されます！

12月27日 中原 優生さん（鹿児島ユナイテッドＦＣ）

１月５日 松田 凜太郎君（佐賀東高校：阿久根中出身）

（ 市ホームページ「市長の活動報告」コーナーにも掲載しています。
　　　　　阿久根市　市長の活動報告　　検索 ）

倉津地区に伝わる新年の行事「麦ほめ」
家業を褒め、各家庭の繁栄を願う

西目小児童が
「１１０番」の正しい利用方法を学ぶ

　子どもたちが元気な声で家業繁栄を願う伝統行事
「麦ほめ」が１月 14 日、倉津地区で行われました。

　この日の夕方、松尾神社に集まった小中学生７人
の子どもたちは二手に分かれ、地区内の各家庭を訪
問し、木製の杖をお腹に当てながら「ここの麦はえ
え麦。上

かん
から見てもユラユラと。下から見てもユラ

ユラと」と言い始め、その後「○○さんちの船はえ
え！漁に出さえすれば金千貫千貫！」などと大声で
家業を褒め上げていました。家によっては家主から

「声が小さい。もう一回褒めて」と注文がつき、やり
直す場面もありました。
　褒め終えると、家主からお年玉がもらえ、子ども
たちは喜んで受け取っていました。福岡県から移住
し、今年初めて参加した阿久根小２年の中原琉

り く
來君

は「初めは緊張したけど、だんだん慣れてきて大き
な声で褒めることができました」と照れ笑いを見せ
ていました。
　麦ほめは戦前からある小正月行事。男子小学生だ
けが参加する行事でしたが、少子化の影響で 2009
年以降は女の子や中学生も参加しています。
　同区に住む倉津守さん（67）は「自分の頃は 40
人以上で回っていた。すっかり少なくなってしまっ
てさびしい気持ちはあるが、子どもたちに引き継い
でいってもらえてうれしい」と話されました。

訪問宅の玄関先で、お腹に杖を当てて家業をほめる子どもたち

　西目小学校全児童 63 人が「110 番の日」の１月
10 日、阿久根警察署員から防犯の心構えや交通安全
などを学びました。
　署員が泥棒を捕まえる寸劇を披露され、落ちてい
る財布を盗み取りした犯人を、児童が 110 番して服
装や体形などの特徴を通報する体験をしました。ま
た、クイズが出題され、子どもたちは交通安全のル
ールなど理解を深めました。５年の西園蓮

れ お ん
響君は「楽

しく学べました。通報の時
には落ち着いて正しく伝え
たい」と話しました。

白バイやパトカーの試乗体験もあり、
子どもたちは声を上げて喜んでいました。
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鶴翔高校の“いま”を伝える！

鶴翔 News Vol.

阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。
そこで過ごす生徒の活躍を紹介します。

34

ジビエ振興議員連盟の方々と生徒たち

旨
鹿
コ
ン
フ
ィ
、
旨
鹿
ジ

ビ
エ
に
加
え
、
開
発
中
の

鹿
肉
醤
油
を
出
展
し
、
生

徒
は
多
く
の
来
場
者
か
ら

貴
重
な
感
想
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
で

ジ
ビ
エ
料
理
に
取
り
組
ん

で
い
る
各
団
体
の
様
子
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
大
変
刺
激

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

２
年
生
で
研
究
部
部
長

の
蔵
園
菜
巳
さ
ん
（
野
田

中
出
身
）
は
「
鶴
翔
高
校

の
取
り
組
み
を
十
分
に
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ジ
ビ
エ
を

使
っ
た
新
商
品
開
発

を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

「
第
４
回
日
本
ジ
ビ
エ
サ
ミ

ッ
ト
」
が
１
月
26
・
27
日
、

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
食
農

研
究
部
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

今
年
は
鹿
児
島
県
で
行

わ
れ
、
高
校
か
ら
は
唯
一

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
１
月

13
・
14
日
、
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
で

行
わ
れ
、
３
年
生
の
ア
カ
デ
ミ
ア
系
列

１
１
人
が
受
験
し
ま
し
た
。
強
い
寒
波

に
見
舞
わ
れ
た
２
日
間
で
し
た
が
、
受

験
生
は
元
気
に
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
年
末
年
始
も
登

校
し
、
勉
強
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
前

日
に
は
、
校
内
で
激
励
会
が
行
わ
れ
、

同
級
生
の
エ
ー
ル
や
多
く
の
先
生
か
ら

激
励
の
言
葉

が
贈
ら
れ
、

最
後
に
「
鶴

翔
の
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
」

で
乾
杯
し
ま

し
た
。

　

明
る
い
春

を
迎
え
る
た

め
に
頑
張
れ
、

受
験
生
！

生
徒
が
日
頃
感
じ
て
い

る
意
見
・
要
望
や
高
校

生
活
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
支
援
策
な
ど
の
率

直
な
意
見
を
市
議
に
伝

え
、
充
実
し
た
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
１
年
生
の

松
永
桃
佳
さ
ん
（
阿
久

根
中
出
身
）
は｢

阿
久

根
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
自
分
た
ち
高
校
生

が
で
き
る
こ
と
を
知
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た｣

と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
語
る
会
を
き
っ

か
け
に
生
徒
の
み
な
さ

ん
が
よ
り
良
い
街
づ
く

り
へ
の
関
心
を
持
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

阿
久
根
市
議
会
議
員

と
語
る
会
が
１
月
12

日
、
鶴
翔
高
校
ア
グ
リ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
阿
久
根
を
将
来
住

ん
で
い
た
い
街
に
す
る

た
め
に 

―
あ
な
た
の

夢
を
か
な
え
る
街
っ

て
？
―
」を
テ
ー
マ
に
、

れ
ぞ
れ
の
県
か
ら
各
６

社
ず
つ
出
店
し
、
寒
さ

に
負
け
ず
、
元
気
な
声

で
売
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
新
し
い
ロ
ゴ
マ

ー
ク
も
活
用
し
、
鶴
翔

高
校
を
知
っ
て
い
た
だ

く
と
て
も
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

鶴翔の取り組みをＰＲ
第４回ジビエサミット in 鹿児島

市議会議員と語る会

生徒と議員が活発な意見交換

「食の逸品販売会in天神」

大学入試センター試験に挑戦！

　

明
治
維
新
１
５
０
周

年
「
長
州
山
口
・
薩
摩

鹿
児
島 

食
の
逸
品
販
売

会
in
天
神
」
が
１
月
18

～
20
日
に
天
神
地
下
街

で
開
催
さ
れ
、「
３
年

Ａ
組
の 

Ｒ 

」
加
工
品
の

販
売
と
鹿
児
島
県
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
そ

天神地下街の通行人に
元気よくＰＲする生徒たち
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１
級
塗
装
技
能
士

が
解
説
す
る
ス
ク
リ

ー
ン
映
像
を
使
い
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な

い
た
め
の
塗
装
の　
　

正
し
い
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
、
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。（
参
加
費
無
料
、
要
予
約
）

◆
日
時

　

２
月
24
日

（土）
・

28
日

（水）

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
場
所

　

市
民
会
館
２
階　

第
８
会
議
室

◆
申
込
に
つ
い
て

　

先
着
10
人
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

◆
定
員　
10
人

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

(

一
社)

市
民
講
座
運
営
委
員
会

　
☎
０
１
２
０
（
６
８
９
）
４
１
９

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

　

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
あ

い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理

屋
根
・
外
壁
塗
り
替
え
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
な
ど
専
門
の
知
識
を
も
っ
た
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

「
身
体
や
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と
」、「
家

庭
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」、「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
こ
と
」
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
お
困
り
事
、
心
配
事
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
予
約
は
不
要
で
、
市
民
の
方
は

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
巡
回
日
時

▼
３
月
13
日

（火）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
矢
公
民
館

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午　

尾
崎
公
民
館

　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分　

　
　
　
　
　
　
　

鶴
川
内
地
区
集
会
施
設

　

午
後
３
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
３
月
27
日

（火）　

　

午
前
10
時
～
正
午　

　
　
　
　
　
　
　
　

折
多
地
区
集
会
施
設

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時　
　

市
民
会
館

※
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
５
）
２
４
０
１

障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
対
し
て
、
職

業
人
と
し
て
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

各
種
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
訓
練
科
目

　

情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ
ン
製
版
科
、
建
築

設
計
科
、
義
肢
福
祉
用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

◆
募
集
期
間　
２
月
８
日
( 木 )
～
３
月
２
日
( 金 )

◆
訓
練
期
間

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
１
年
間

　

※
受
験
料
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

　

※
校
内
に
寮
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

  

※
介
護
に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
保
持
者

    

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら

　

れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
、
職
業
訓　

 

　
　
　

　

練
受
講
給
付
金
・
訓
練
手
当
の
支
給
を
受

　

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
国
立
・
県
営　
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校　
　

  

☎
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
ず
み

　
☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
６
８
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
（
60
歳
以
上
）
を
募
集
し

て
い
ま
す

　

市
内
に
在
住
の
定
年
退
職
者
な
ど
の
高
年

齢
者
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
、

入
会
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
同
セ
ン
タ
ー
内
の
会
議
室
で
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

◆
２
月
・
３
月
の
説
明
会
予
定
日
時

　

(

各
日
、
火
曜
日)

　

２
月
20
日
、
３
月
６
日
、
３
月
20
日

　

午
前
９
時
か
ら
（
約
１
時
間
30
分
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８　

霧島アートの森

２/19 月 ～ 2/26 月 

臨時休園します

問 鹿児島県霧島アートの森
　 ☎ 0995-74-5945

海
難
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！
（
２
月
４
日
( 日 )
～
３
月
21
日
( 水 )
は
「
春
一
番
に
よ
る
海
難
防
止
強
調
」
運
動
実
施
）　
※
串
木
野
海
上
保
安
部 

０
９
９
６
（
３
２
）
２
３
６
２
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▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 



　

銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
原
則
所
有
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
骨
董
品
な
ど
と

し
て
価
値
の
あ
る
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、

県
教
育
委
員
会
で
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り

所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
審
査

会
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
審
査
日
時　

　

第
１
回　

５
月
８
日

（火）

　

第
２
回　

７
月
10
日

（火）

　

第
３
回　

９
月
11
日

（火）

　

第
４
回　

11
月
13
日

（火）

　

第
５
回　

平
成
31
年
１
月
８
日

（火）

　

各
日
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
。）

※
午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◆
審
査
会
場 

　

鹿
児
島
県
青
少
年
会
館
１
階　

　
　

音
楽
室
兼
視
聴
覚
室
（
鹿
児
島
市
） 

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
２
６

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県
教
育
庁
文
化
財
課　
指
定
文
化
財
係

　
☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
３
５
５

　

法
務
局
で
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ

る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
「
法
定
相

続
情
報
証
明
制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

相
続
手
続
き
で
は
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
の
戸
籍
謄
本
な
ど
の
束
を
、
相

続
手
続
を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に
何
度
も

出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
登
記
所

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
、

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
、

「
時
給
額
７
３
７
円
」
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃

金
は
、年
齢
・
雇
用
形
態（
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
を
問
わ
ず
、

鹿
児
島
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業

場
で
働
く
労
働
者
に
は
、特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
８
８
１

　

こ
の
た
び
、
鹿
児
島
県
の
新
し
い
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、「
ど
ん

ど
ん 

鹿
児
島
」。

　

県
で
は
、
鹿
児
島
ら
し
さ
が
あ
り
、　

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
、
前

向
き
な
イ
メ
ー
ジ
の

あ
る
こ
の
コ
ピ
ー
を

積
極
的
に
活
用
し

て
、
県
内
外
お
よ
び

海
外
に
向
け
て
、
鹿

児
島
を
ど
ん
ど
ん
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
「
ど
ん
ど
ん 

鹿

児
島
」
を
合
言
葉
に
、
オ
ー
ル
鹿
児
島
で

ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県　
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課

　
☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
４
５

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
法
務
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局　
出
水
出
張
所

　
☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
２
１
９

（
法
務
局
）
に
戸
籍
謄
本
な
ど
の
束

を
提
出
し
、
相
続
関
係
を
一
覧
に
表

し
た
図
（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）

を
併
せ
て
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
証

明
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で
必

要
な
枚
数
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

そ
の
後
の
相
続
手
続
き
で
は
、
こ

の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し

を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
戸

籍
謄
本
な
ど
の
束
を
何
度
も
出
し

直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
各
手
続
き
の
審
査
期
間
の
負

担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

研究発表会を開催します
◆日時　２月22日 木 18:00～19:00
◆場所　にぎわい交流館阿久根駅

　鶴翔高校農業科学科の生徒が、阿久根市で問題と
なっている廃棄ウニから作った発酵液を農業に生か
す研究で、「第６回 AEON e

エ コ ワ ン
co-1 グランプリ」の最高

賞の内閣総理大臣賞
を受賞しました。研
究内容を上記日程で
発表しますので、ぜ
ひお越しください。
　（参加費無料）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
に
関
す
る

審
査
会
を
開
催
し
ま
す

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が

「
時
給
額
７
３
７
円
」
に

　
　
　
　

改
定
さ
れ
ま
し
た

「
ど
ん
ど
ん
鹿
児
島
」

県
の
新
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が

決
定
し
ま
し
た

© 鹿児島県

小型船舶免許 更新・失効講習
3 月 4 日(日) 09:30～ 阿久根市民会館

14:30～ 川内文化ホール

料金：更新：\9,000 失効:\15,000

＜＜写真は当日撮影します＞＞

入枝海事事務所
（０９９）２８１－７７５３

鶴翔高校生が内閣総理大臣賞を受賞！
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▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 



  
 

          

    

市立図書館 ☎０９９６－７２－０６０７
開 館 時 間 午前９時～午後７時 図書館へ行こう！

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。

 新刊コーナー

● 『天翔ける』 葉室　麟 （著）

● 『映画化決定　Made into the movie』 友井　羊 （著）

● 『風神の手』 道尾秀介 （著）

今年も『このミステリーがすごい！』国内トップ20作品の
ランキングが発表されました。ランクインした20作品を揃
え、カウンター横に特設コーナーを設置しています。
傑作ミステリーの数々をお楽しみください！

● 『子ネコのスワン』 ホリー・ホビー（作）   三原　泉 （訳）

時は幕末。越前福井藩主・松平春嶽は、老

中・阿部正弘や薩摩の島津斉彬ら外様雄藩

と連携し、新しい幕府のあり方を模索して

ゆく。日本を守るため、激動の時代を駆け

抜けた春嶽の生涯を描く。

彼 / 彼女らの人生は重なり、つながる…。

章を追うごとに出来事の < 意味 > が反転し

ながら結ばれていく。数十年にわたる歳月

を、ミステリーに結晶化した長編小説。

放課後の教室でナオトが落とした一冊のノ

ートを拾ったのは、同級生の天才映画　監

督・ハル。彼女はそこに書かれたマンガの

ネームを見て、言った。「これをわたしに

撮らせてほしい」と…。切ない青春の物語。

ママたちや食べものを探しまわって、ひと

りぼっちで街をさまよっていた子ネコは、

保護された後、ある家にひきとられ…。捨

てネコが安住の地を得るまでをネコの視点

で描く。

このミステリーがすごい！国内トップ２０作品!!

母
の
忌
に
訪
れ
く
れ
し
わ
が
姪
と

　

別
れ
を
惜
し
む
晩
秋
の
駅　
　
　
　
　
　
　

  

野
村　

克
枝

恒
な
ら
ば
高
台
に
見
る
初
日
の
出

　

今
年
は
茶
の
間
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士　
　

  

谷
口
久
美
子

初
日
の
出
く
も
の
間
に
間
に
昇
り
き
ぬ

　

天
空
照
ら
す
時
を
待
ち
つ
つ　
　
　
　
　
　

  

佐
潟　

俊
子

十
階
よ
り
望
む
連
峰
雲
ま
と
ひ

　

地
球
は
ひ
た
す
ら
宇
宙
を
泳
ぐ　
　
　
　
　

  
別
府　

義
明

初
明
り
八
十
路
に
佳
日
あ
る
予
感　
　
　
　
　

  

假
屋　

貞
二

八
十
の
歳
を
重
ね
て
初
明
り　
　
　
　
　
　
　

  

川
畑　

京
子

初
明
り
番
所
丘
に
人
あ
ふ
れ　
　
　
　
　
　
　

  

波
留　

淑
子

光
礁
に
寄
す
る
白
波
初
明
り　
　
　
　
　
　
　

  

藤
脇
ア
イ
子

題　

「　
　
　

」

題 

「 

鍋な
べ 

」

昨き

ぬ日
ん
鍋な
べ　

か
ず
ん
嗅か
ず

ん　

亭て主
し
喰か

せ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
原　

若
女

【
唱
】
腐ね
ま
っと
ら
ん
か　

主だ
ん
な人
い
喰か

せ
や
っ
た

カ
ニ
鍋な
べ

が　

こ
げ
ん
美う

ま味
か
ち　

八や

そ

じ
十
歳
知し

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

林
田
クィーン

【
唱
】
い
ま
ま
で
恵の

さ
ら
ん
か
っ
た
も
ん
な　
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を
い
使
名
仮
的
史
歴
は
名
仮
り
送
※

。
す
ま
い
て
し
用
使

》
会
歌
短
根
久
阿
《

》
会
句
俳
根
久
阿
《

句
狂
摩
薩
《

　

》
会
旦
文
ん
阿



読者のお便り紹介
きいてよY

　

お便り待ってます！！
＜応募方法＞

郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入く
ださい。なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、
他者を特定する情報は削除する場合もあります。

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地

「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:hishokoho@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６-７３- １２０８（直通）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。

  （1月31日現在）

前月比 

人　口 21,030人 （ - 3 5 ）

　男 9,886人 （ − 1 8 ）

　女 11,144人 （ - 1 7 ）

世帯数 10,232世帯（ - 2 8 ）

●出生 10人/

●転入 34人/

●死亡 48人

●転出 31人

５万人突破、おめでとうございます。
これからも利用客が増えていくことをお祈りします。

薩おれんじ鉄道の観光列車「おれんじ食堂」
の利用者が５万人を突破し、12 月８日に出

水駅でセレモニーが行われました。
　おれんじ食堂は 2013 年３月に運行を開始。九州
西海岸の絶景の中をゆっくりのんびり走りながら、
沿線の食材を使ったお料理や各駅でのお土産を楽し
むことができ、県内外から「走るレストラン」とし
て人気を集めています。
　この日、にぎわい交流館阿久根駅のホールでは、

ジャズピアニストでアクネ大使の松本圭使さんが突
破記念を祝って数曲演奏。華麗なメロディーが駅に
降りた利用客を包みました。
　出発時には同鉄道や市職員などもホームに出て大
きく旗を振りながら、再訪を願って見送りました。

走るレストラン「おれんじ食堂」
利用者が５万人突破

肥

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事
ペ
ー

ジ
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ラ
イ
ン
で
シ
ェ
ア

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
記

事
ペ
ー
ジ
の
一
番
下
に
あ
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

シ
ェ
ア
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

有
料
広
告
（
バ
ナ
ー
）
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
「
阿
久
根
市　

有
料

広
告
」
で
検
索
す
る
か
、
秘
書
広

報
係
（
☎
０
９
９
６
（
７
３
）

１
２
０
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
船
蔵
）

画
「
か
ぞ
く
い
ろ
」
の
ロ
ケ

が
阿
久
根
を
中
心
に
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
沿
線
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
役
を
演
じ
る
俳
優
や
女
優
の

演
技
に
す
ご
み
を
感
じ
ま
す
が
、

周
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
数
の
多
さ
や

機
材
の
豊
富
さ
に
も
驚
き
ま
す
。

そ
し
て
、
制
作
チ
ー
ム
が
一
丸
と

な
っ
て
真
剣
に
作
品
を
つ
く
る
現

場
の
雰
囲
気
に
固か
た
ず唾
を
呑
ん
で
見

守
る
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
映
画

が
公
開
さ
れ
、
阿
久
根
や
沿
線
に

良
い
効
果
が
生
ま
れ
、
そ
の
効
果

が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
。 （
所
﨑
）

市

映

　ぼくが、今がんばっていること
は、勉強です。その中でも特にがん
ばっているのは、国語です。漢字
は、いつもていねいに書くように心
がけています。国語のテストでも、
いろいろな問題がどんどんとけるよ
うに、三学期もがんばりたいです。

尾崎小学校４年

江口　蓮
れん

 君
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出 水 法 律 事 務 所 
弁護士  米 田 圭 吾 鹿児島県弁護士会所属

鹿児島県出水市昭和町

月曜日～金曜日 午前 時 分～午後 時まで

相続、離婚、借金、労働、交通事故、その他

幅広い分野を取り扱っております。お困りの

ことについて、お気軽にご相談ください。

まずは、お電話でご予約ください。

初回の相談料は 

 １時間まで無料です 

北薩摩地域 ( 阿久根市・出水市・薩摩川内市・さつま町・長島町 ) の　

お菓子、農産加工品、水産加工品、焼酎など特産品の販売をはじめ、　

観光紹介コーナーや、肥薩おれんじ鉄道のグッズ販売コーナーもあります。

問　北薩摩振興推進協議会事務局 ( 県北薩地域振興局内 ) ☎ 0996-25-5107

高齢者元気度アップ・ポイント事業の参加者へ

阿久根市社会福祉協議会

☎ 0996-72-3800

※
集
計
の
都
合
に
よ
り
、

　
申
請
者
全
員
の
ポ
イ

　
ン
ト
手
帳
を
回
収
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
商
品
券
へ
の
交
換
は

　
20
ポ
イ
ン
ト
か
ら
50

　
ポ
イ
ン
ト
ま
で
が
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

※
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン

　
ト
が
あ
る
方
は
交
換

　
申
出
書
の
記
入
の
た

　
め
、
印
か
ん
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

対象活動に参加し、

手帳にポイントシールを貼付する。

阿久根市社会福祉協議会に手帳を持

参し、交換申請書に記入する。（印

かんが必要）

20 ポイント以上のポイントをため

ると商品券と交換できます。

( 商品券は後日発行します )

※今年度 20 ポイントに満たなかった
　場合や商品券に交換して残ったポイ
　ントは、10 ポイントを上限とし、翌
　年度に繰り越しすることができます。
※地域包括ケア推進事業（グループ活
　動）のポイント交換も２月末までに
　申請してください。

平
成
29
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

必
ず

２
月
末
ま
で
に

阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提出・問い合わせ先

商品券交換までの簡単な流れ

▼

▼

ポイントがたまれば商品券と交換
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